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国 民 年 金

国民年金には、事故や病気などで働くことができない場合に、本人の申請により一定の基準に該
当すれば保険料の全額を免除する制度や学生納付特例制度があります。
４月からは、これらのほかに、新たに半額免除の制度が加わりましたのでお知らせします。

保険料の半額免除制度ができました

※
く
わ
し
く
は
保
険
年
金
課
（
1
20

‐
１
５
２
６
）
へ
。

こ
の
制
度
は
、
保
険
料
を
全
額
納
め

る
こ
と
は
困
難
で
も
、
半
額
な
ら
納
め

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
人
の
、
将
来

受
け
取
る
年
金
額
を
少
し
で
も
増
や
す

た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

免
除
を
受
け
る
た
め
の
基
準
や
申
請

方
法
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
半
額
免
除
の
該
当
基
準

申
請
者
、
配
偶
者
、
申
請
者
の
属
す

◆
半
額
免
除
制
度
と
は

る
世
帯
の
人
す
べ
て
が
次
の
ア
〜
エ
の

い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

ア
＝
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
次
の
額

以
下
で
あ
る
こ
と（
下
表
参
照
）

Ａ
＋
Ｂ
＋
68
万
円

Ａ
…
市
町
村
民
税
に
お
け
る
控
除
額
に

相
当
す
る
額（ａ
〜ｅ
で
該
当
す
る

も
の
の
合
計
額
）

ａ
・
障
害
者
１
人
に
つ
き
27
万
円（
特

別
障
害
者
の
場
合
40
万
円
）

ｂ
・
老
年
者
50
万
円

ｃ
・
寡
婦
ま
た
は
寡
夫
27
万
円（
特
別

寡
婦
の
場
合
35
万
円
）

ｄ
・
勤
労
学
生
27
万
円

ｅ
・
雑
損
控
除
額
、
医
療
費
控
除
額
、

社
会
保
険
料
控
除
額
、
小
規
模
企

業
共
済
等
掛
金
控
除
額
、
配
偶
者

特
別
控
除
額
に
相
当
す
る
額
、
肉

用
牛
の
売
却
に
よ
る
事
業
所
得
に

か
か
る
控
除
額

Ｂ
…
所
得
税
法
に
お
け
る
控
除
額
に
相

当
す
る
額（ａ
〜ｃ
で
該
当
す
る
も

の
の
合
計
額
）

ａ
・
老
人
控
除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
老

人
扶
養
親
族
１
人
に
つ
き
48
万
円

ｂ
・
特
定
扶
養
親
族
（
16
歳
以
上
23
歳

未
満
の
扶
養
親
族
）
１
人
に
つ
き

63
万
円

ｃ
・
ａ
、
ｂ
以
外
の
扶
養
親
族
１
人
に

つ
き
38
万
円

イ
＝
申
請
者
ま
た
は
世
帯
員
が
生
活
保

護
法
に
お
け
る
生
活
扶
助
以
外
の

扶
助
を
受
け
て
い
る
と
き

ウ
＝
地
方
税
法
に
定
め
る
障
害
者
ま
た

は
寡
婦
で
あ
っ
て
、
前
年
の
所
得

金
額
が
１
２
５
万
円
以
下

エ
＝
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
由

（
天
災
な
ど
、
失
業
、
事
業
廃
止
）

に
よ
り
納
付
が
著
し
く
困
難
な
場

合

●
申
請
に
必
要
な
も
の

年
金
手
帳
、
転
入
者
は
所
得
お
よ
び

控
除
額
を
証
明
で
き
る
書
類
、
印
鑑

免除対象となる所得の目安
世　帯　構　成 所得額（収入額）

標準4人世帯 285万円程度
（夫婦・子2人／

（424万円程度）子の１人は16歳以上23歳未満）

2人世帯（夫婦のみ）
172万円程度
（271万円程度）

単身世帯
85万円程度
（150万円程度）

（
本
人
が
署
名
す
る
場
合
は
不
要
）。

な
お
、
全
額
・
学
生
納
付
特
例
の
申

請
を
行
う
場
合
も
、
こ
れ
ら
の
書
類

（
学
生
納
付
特
例
を
受
け
る
人
は
学
生

証
が
必
要
）
を
添
え
て
保
険
年
金
課
窓

口
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

（
注
）上
段
の
エ
に
該
当
す
る
人
は
次
の

添
付
書
類
が
必
要
で
す
。

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、
雇
用

保
険
被
保
険
者
離
職
者
証
、
離
職

者
支
援
資
金
の
貸
付
決
定
通
知
書

（
千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
発

行
）

免
除
の
申
請
は
、
前
年
の
所
得
を
確

認
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
毎
年
度
必
要

と
な
り
ま
す
。
平
成
14
年
度
の
保
険
料

免
除
承
認
期
間
は
、
全
額
、
半
額
免
除

と
も
４
月
か
ら
平
成
15
年
６
月
ま
で
の

15
カ
月
間
と
な
り
、
以
降
に
つ
い
て
は

７
月
か
ら
翌
年
の
６
月
ま
で
の
１
年
間

と
な
り
ま
す
。
受
け
付
け
は
毎
年
７
月

か
ら
で
す
。

な
お
、
学
生
納
付
特
例
の
免
除
承
認

期
間
な
ど
は
従
前
ど
お
り
で
す
。

◆
免
除
期
間
が

変
わ
り
ま
す
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2年くらい前にツーショット
ダイヤルを利用し、料金を払

ったはずなのに、未払い分と延滞金
を合わせ、155,700円を請求されまし
た。「早く支払わないと延滞金がかさ
む。取り立て料も加算する」などと
脅迫的な電話の請求が続きます。ど
うしたらよいでしょうか。

Q
Q & A

消 費 生 活 相 談

※くわしくは消費生活センター
（123-1161）へ。

ツーショットダイヤルは、
電話番号と暗証番号で登録

し、匿名で利用できる電話情報サー
ビスです。
利用した分が既に支払ってあれ
ば、請求に応じる必要はありませ
ん。前に利用した人に「未払い分が

A

けることを勧めます。
また、最近携帯電話の受信メール
を開いて、暗証番号を登録させられ
るケースもあります。見えない相手
に、個人情報を教えるのはやめまし
ょう。

ある」などと言って、再度請求する
例も見られます。この場合、根拠の
ある請求とは限らないので、業者の
請求されるままに支払うのはやめま
しょう。
ツーショット業者から債権譲渡通
知を文書で受けていない場合、債権
回収業者からの請求に応じる必要は
ありません。二重三重払いの危険性
があります。利用料のほかに高額な
延滞料、調査料を請求されても登録
時（契約時）に特約がない場合は、
支払いに応じる必要はないでしょ
う。
脅迫的な内容で支払いを強要する
電話は、テープに録音して警察に届

医
療
費
が
大
き
く
な
っ
た
と
き

高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
ま
す

国
民
健
康
保
険
の
高
額
療
養
費

高
額
療
養
費
は
、
国
保
加
入
者
が
一

定
額
を
超
え
る
自
己
負
担
分
医
療
費
を

支
払
っ
た
と
き
、
申
請
し
て
認
め
ら
れ

れ
ば
、
限
度
額
を
超
え
た
分
が
国
保
か

◆
こ
ん
な
と
き
に
支
給

※
く
わ
し
く
は
保
険
年
金
課
（
1
20

‐
１
５
２
６
）
へ
。

ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
１
カ
月
の
自
己
負
担
額
が
限
度
額
を

超
え
た
と
き

同
じ
人
が
同
じ
月
内
に
同
じ
医
療

機
関
に
支
払
っ
た
自
己
負
担
額
が
左

上
表
の
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、
そ

の
超
え
た
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

②
同
じ
世
帯
で
合
算
し
て
限
度
額
を
超

え
た
と
き

同
じ
世
帯
内
で
同
じ
月
内
に
３
万

円
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
は
２

万
１
、
０
０
０
円
）
以
上
の
自
己
負

担
分
医
療
費
な
ど
を
２
回
以
上
支
払

い
、
そ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
上
表
の
限

度
額
を
超
え
た
場
合
、
そ
の
超
え
た

分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

③
12
カ
月
間
に
４
回
以
上
高
額
療
養
費

の
支
給
を
受
け
た
と
き

12
カ
月
以
内
に
、
同
じ
世
帯
で
４

回
以
上
高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け

た
と
き
は
、
上
表
の
「
限
度
額（
４

回
目
以
降
）」
を
超
え
た
額
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
る
世
帯
に

は
、
受
診
し
た
月
か
ら
約
３
カ
月
後
に

「
該
当
通
知
書
」
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

こ
の
通
知
を
受
け
取
っ
た
ら
、
指
定
さ

れ
た
期
間
内
に
、
印
鑑
・
医
療
費
の
領

収
書（
病
院
な
ど
が
発
行
し
た
も
の
）・

該
当
通
知
書
を
持
っ
て
、
保
険
年
金
課

で
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
支
給
対
象
者
に
は

「
該
当
通
知
書
」
を

郵
送
し
ま
す

自己負担の限度額（月額）

※上位所得者とは、国民健康保険税の算定の基礎となる基礎控除後の総所得金額
などが670万円を超える世帯にあたります。

例：一般世帯で医療費が100万円（自己負担額は3割の30万円）かかったとき

＝

300,000円－（63,600円＋6,820円）
（100万円－318,000円）×1％

229,580円が高額療養費として払い戻されます

限度額（3回目まで） 限度額（4回目以降）

63,600円
一　　　般 （医療費が318,000円を超えた場 37,200円

合はその超えた分の1％を加算）

121,800円
上位所得者※ （医療費が609,000円を超えた場 70,800円

合はその超えた分の1％を加算）

住　民　税
35,400円 24,600円非課税世帯

▲
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５
月
24
日
か
ら
10
区
画
の
受
け
付
け
を
開
始

い
ず
み
聖
地
公
園
の
「
返
還
」
墓
地

※
く
わ
し
く
は
環
境
衛
生
課
（
1
20

‐
１
５
３
１
）
へ
。

※
く
わ
し
く
は
建
築
指
導
課
（
1
20

‐
１
５
６
４
）
へ
。

市
で
は
、
い
ず
み
聖
地
公
園
で
返
還

さ
れ
た
墓
地
10
区
画
に
つ
い
て
、
５
月

24
日（
金
）か
ら
申
し
込
み
の
受
け
付
け

を
行
い
ま
す
。
な
お
、
期
間
内
の
申
し

込
み
が
募
集
区
画
数
を
超
え
た
場
合
は

抽
選
に
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
要
領
は
次
の
と
お
り
で

す
。

●
申
し
込
み
が
で
き
る
人
＝
住
民
基
本

台
帳
ま
た
は
外
国
人
登
録
原
票
に
登

録
さ
れ
、
市
内
に
１
年
以
上（
５
月

１
日
現
在
）住
ん
で
い
る
人
で
、
親

族
の
焼
骨
と
埋
葬
許
可
証
を
持
っ
て

い
る
人

●
申
込
場
所
＝
い
ず
み
聖
地
公
園
管
理

事
務
所
（
東
和
泉
６
５
５
・
1
36
‐

２
２
９
２
）

●
申
込
方
法
＝
管
理
事

務
所
に
備
え
付
け
の

用
紙
に
必
要
事
項
を

書
い
て
同
事
務
所
へ

●
申
込
期
間
＝
５
月
24

日（
金
）〜
26
日（
日
）

ま
で
の
３
日
間

●
受
付
時
間
＝
午
前
９

時
〜
午
後
４
時

注
・
26
日（
日
）は

午
後
３
時
ま
で

●
申
込
時
に
必
要
な
も

の
＝
印
鑑
と
埋
葬
許

可
証

●
募
集
区
画
数
＝
４
㎡

芝
生
墓
地
８
区
画
と

４
㎡
普
通
墓
地
２
区

緑豊かで美しく整備されているいずみ聖地公園

画
●
区
画
の
決
定
＝
募
集
区
画
数
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
。
抽
選
後
、
書
類
審

査
を
行
い
、
定
め
ら
れ
た
区
画
番
号

順
に
使
用
区
画
を
決
定

●
抽
選
日
と
会
場
＝
５
月
26
日（
日
）午

後
３
時
30
分
か
ら
・
い
ず
み
聖
地
公

園
管
理
事
務
所

●
料
金
の
区
分
＝
墓
地
の
使
用
に
あ
た

っ
て
は
「
永
代
使
用
料
」
と
「
管
理

建
物
を
解
体
す
る
と
き
は

分
別
と
リ
サ
イ
ク
ル
が
必
要

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法

料
」
を
負
担

永
代
使
用
料
…
31
万
６
、
０
０
０
円

〜
43
万
６
、
０
０
０
円
（
墓
地
に
よ

り
使
用
料
が
違
い
ま
す
）

管
理
料
…
芝
生
墓
地
は
１
年
度
分

５
、
８
８
０
円
。
６
年
度
分
前
納
は

２
万
９
、
４
０
０
円
。
普
通
墓
地
は

１
年
度
分
３
、
３
６
０
円
。
６
年
度

分
前
納
は
１
万
６
、
８
０
０
円
。

（
単
年
ま
た
は
６
年
度
分
前
納
の
い

ず
れ
か
を
選
択
）

〇 〇

建
設
廃
棄
物
は
、
産
業
廃
棄
物
全
体

の
排
出
量
の
約
２
割
を
占
め
、
全
国
で

８
、
５
０
０
万
ｔ
で
、
東
京
ド
ー
ム
の

約
50
杯
分
に
相
当
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
は
残
存
容

量
が
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
建
設
廃
棄

物
の
再
資
源
化
が
さ
ら
に
重
要
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
木
材
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど

の
建
設
資
材
に
つ
い
て
、
再
生
資
源
の

有
効
利
用
と
廃
棄
物
の
減
量
化
の
た
め

に
『
建
設
工
事
に
係
る
資
材
の
再
資
源

化
等
に
関
す
る
法
律
』（
略
称
・
建
設

リ
サ
イ
ク
ル
法
）
が
制
定
さ
れ
、
５
月

30
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

こ
の
法
律
で
は
、
建
物
の
新
築
、
解

体
な
ど
で
一
定
規
模
以
上
の
工
事
を
行

う
と
き
は
、
分
別
解
体
と
リ
サ
イ
ク
ル

が
義
務
付
け
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
工
事
を

始
め
る
７
日
前
ま
で
に
届
け
出
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

届
け
出
の
窓
口
は
、
規
模
な
ど
に
応

じ
て
市
建
築
指
導
課
ま
た
は
成
田
土
木

事
務
所
と
な
り
ま
す
。

今後は…

分　別分　別
・コンクリート廃材

・アスファルト廃材

・廃木材

リサイクルリサイクル
・再生砕石

・再生アスファルト

・木材チップ

分別解体



17

相 談 日
◆市民相談所（120-1507）
市民（行政）相談
月～金曜日　8時30分～5時
市民生活相談（家事・民事）
月・木曜日　9時～4時
7日（火）は6日（休）の振り替えで行います
法律相談（予約制）
水曜日　1時～4時
（裁判所で係争中の事件は除く）
人権・行政合同相談 22日（水）10時～３時
不動産相談 21日（火）10時～正午
税務相談 21日（火）10時～3時
外国人相談
9日（木）・23日（木）1時～4時
（英語･中国語･スペイン語･ポルトガル語）
もめごと・しんぱいごと・なやみごと相談
28日（火）9時～4時
市民よろず相談 18日（土）1時～4時
会場　美郷台地区会館サークル室

◆商工観光課（電話は各相談室へ）
女性就業相談 水・金曜日 10時～4時
（122-1111･内線2724市役所2階相談室）
高年齢者職業相談 月～金曜日 9時～4時
（122-1111・内線2725市役所2階相談室）
住宅相談 9日（木）10時～正午
（住宅の電気に関する相談も含む）
（122-2101・成田商工会議所）

◆パートサテライト（122-8281）
パートタイマー職業相談
月～金曜日 9時～4時

◆消費生活センター（123-1161）
消費生活相談 月～金曜日 10時～4時

◆保険年金課（120-1526）
年金相談 水曜日　10時～3時

◆市民生活課（120-1527）
交通事故相談 7日（火）10時～3時

◆社会福祉協議会（120-1574）
心配ごと相談 木曜日 10時～3時
酒害相談 2日（木）・16日（木）9時～正午

◆高齢者福祉課（120-1537）
介護相談 9日（木）2時～4時
場所　在宅介護支援センター玲光苑
（124-2251）

◆児童家庭課（120-1538）
家庭児童相談 月～金曜日 9時～4時

◆厚生課（120-1536）
戦没者遺族相談 27日（月）10時～3時

◆教育指導課（120-1582）
就学相談（予約制）月・火・木曜日 9時～5時

◆教育センター（120-6336）
教育相談（予約制）火曜日 9時～4時

◆教育相談室（128-3234）
（ニュータウンセンタービル6階）
教育相談 月～金曜日 10時～5時
（不登校相談も）

野
焼
き
を
せ
ず
に

リ
サ
イ
ク
ル
へ

農
業
用
廃
材
の
処
理

※
登
録
申
込
書
の
請
求
は
農
政
課

（
1
20
‐
１
５
４
１
）
へ
連
絡
を
。

電
話
予
約
で

土
・
日
に
も
受
け
取
れ
ま
す

諸
証
明
書
の
交
付

市
で
は
、
平
日
市
役
所
へ
来
ら
れ
な

い
人
の
た
め
に
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
予

約
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
票
や
納
税

証
明
な
ど
の
諸
証
明
書
類
を
、
土
曜
日

と
日
曜
日
に
市
役
所
の
守
衛
室
と
中
央

公
民
館
で
交
付
し
て
い
ま
す
。

電
話
で
担
当
課
に
交
付
の
予
約
を
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
受
け
取
り
に

来
る
人
・
場
所
・
時
間
（
午
前
ま
た
は

午
後
）
な
ど
を
う
か
が
い
ま
す
。

●
受
付
日
＝
月
〜
金
曜
日（
祝
日
、
年
末

年
始
は
除
く
）

●
受
付
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

３
時

●
交
付
日
＝
土
・
日
曜
日

●
交
付
場
所
＝
市
役
所
地
下
１
階
守
衛

室
、
中
央
公
民
館

交
付
の
方
法

予
約
の
方
法

●
交
付
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時

▽
市
民
課（
1
20
‐
１
５
２
５
）

住
民
票
、
住
所
証
明

▽
税
務
課（
1
20
‐
１
５
１
３
）

納
税
証
明
、
課
税
証
明
、
所
得
証
明
、

非
課
税
証
明
、
所
得
証
明（
児
童
手

当
・
扶
養
手
当
・
奨
学
金
）、
法
人

住
所
証
明
、
狩
猟
証
明

▽
資
産
税
課（
1
20
‐
１
５
１
４
）

評
価
証
明
、
評
価
通
知
、
資
産
証
明
、

公
課
証
明
、
特
定
市
街
化
区
域
農
地

証
明

交
付
で
き
る
書
類

※
交
付
を
受
け
る
と
き
は
、
本
人
で

あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の

（
運
転
免
許
証
や
健
康
保
険
証
な

ど
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
く

わ
し
く
は
担
当
課
へ
。

不用なビニールは捨てずに
リサイクルへ

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
な
ど
で
不
用
に
な

っ
た
、
使
用
済
み
の
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル

資
材
は
産
業
廃
棄
物
で
す
。
こ
れ
ら
を

野
焼
き
・
不
法
投
棄
す
る
こ
と
は
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

成
田
市
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
対

策
協
議
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
処
分
に
困

っ
て
い
る
農
家
の
委
託
を
受
け
て
、
廃

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
す
る

た
め
に
、
毎
年
２
回
程
度
の
回
収
を
行

っ
て
い
ま
す
。

回
収
を
希
望
す
る
農
家
や
処
分
に
困

っ
て
い
る
農
家
は
、
事
前
に
登
録
（
委

託
）
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
委
託
す
る
際
に
は
リ
サ
イ
ク

ル
に
適
し
た
荷
造
り
ル
ー
ル
を
き
ち
ん

と
守
り
ま
し
ょ
う
。

回
収
で
き
る
対
象
や
時
期
な
ど
に
つ

い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
回
収
対
象
＝
農
業
用
廃
ビ
ニ
ー
ル
、

農
業
用
廃
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
、
肥
料
袋

（
育
苗
箱
・
保
温
マ
ッ
ト
・
あ
ぜ
シ

ー
ト
な
ど
は
回
収
対
象
外
で
す
）

●
回
収
時
期
＝
８
月
・
12
月（
予
定
）

●
回
収
費
用
＝
１
㎏
当
た
り
10
円（
一
部

無
料
回
収
方
式
も
あ
り
）


